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放射線治療装置に搭載された cone-beam CT (CBCT) により撮影された CBCT画像を用いて、高精度な位
置合わせを行う画像誘導放射線治療 (image guided radiation therapy: IGRT) が広く行われており、その
CBCT画像を線量計算に応用する試みも行われ始めている。しかし、CBCT画像は計画 CT (planning CT) 画
像とは画質が異なり、特に陽子線治療では CT 値の違いにより飛程が変化するため、強度変調放射線治療 
(intensity modulated radiotherapy : IMRT) などの X線治療と比較して線量計算を正確に行うことができな




の CT値のヒストグラムを planning CTに一致させて、planning CT画像に画素値が近くなるようにした修





















ることが可能となり、陽子線治療における adaptive radiotherapyが実現可能であると考えられる。 
